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とっとり県議会だより

環
日
本
海
交
流
の
展
開

問
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
な

ど
大
き
く
変
容
す
る
世
界
情
勢
の
中
で

環
日
本
海
交
流
を
礎
と
し
た
展
望
は
。

答
境
港
の
よ
う
な
港
や
空
港
の
あ
る

本
県
は
歴
史
的
に
も
北
東
ア
ジ
ア
と
繋

が
り
や
す
く
、
地
勢
を
生
か
し
た
交
流

展
開
が
国
内
大
都
市
と
の
違
い
を
出
せ

る
戦
略
。
信
頼
関
係
と
絆
を
大
切
に
コ

ロ
ナ
禍
で
も
悲
観
せ
ず
突
き
通
す
よ
う

な
信
念
で
交
流
を
活
発
化
さ
せ
経
済
や

地
域
社
会
の
振
興
を
図
り
た
い
。

問
生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
の
返
済

が
始
ま
る
時
期
に
向
け
た
生
活
困
窮
者

の
自
立
支
援
や
孤
独
・
孤
立
対
策
へ
の

取
組
を
伺
う
。

答
県
社
協
を
中
心
に
市
町
村
や
ワ
ー

安
田
　
由
毅 

議
員

選
挙
区

 

境
港
市

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

難
計
画
の
実
効
性
確
保
が
課
題
。
今
後

の
見
通
し
や
働
き
か
け
、
避
難
元
・
避
難

先
の
顔
の
見
え
る
相
互
交
流
の
取
組
は
。

答
米
子
境
港
間
の
道
路
は
避
難
路
と

し
て
も
大
き
な
意
義
が
あ
り
、
地
元
２

市
や
島
根
県
と
も
共
同
歩
調
で
国
に
要

請
す
べ
き
重
要
な
局
面
。
肋
骨
道
路
の

検
討
を
地
元
で
ま
と
め
な
が
ら
米
子
境

港
間
は
任
期
中
に
一
定
の
方
向
性
を
出

す
よ
う
努
力
し
た
い
。
避
難
計
画
は
原

子
力
防
災
会
議
で
認
証
さ
れ
実
効
性
が

認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
不
断
の
努
力
で

見
直
し
な
が
ら
交
通
誘
導
な
ど
適
切
な

対
策
を
図
る
。
避
難
先
と
の
交
流
は
今

後
も
平
時
か
ら
の
備
え
と
し
た
い
。

問
暴
力
団
排
除
条
例
の
改
正
意
義
と

今
後
の
取
組
、期
待
す
る
効
果
を
伺
う
。

答
（
警
察
本
部
長
）
繁
華
街
や
住
宅

地
等
へ
の
暴
力
団
事
務
所
進
出
を
阻
止

し
、県
民
の
安
全
と
平
穏
を
確
保
す
る
。

今
後
飲
食
店
等
を
個
々
に
訪
問
し
、
健

全
な
経
済
活
動
か
ら
暴
力
団
を
排
除
す

る
と
と
も
に
み
か
じ
め
料
な
ど
資
金
源

と
な
る
違
法
行
為
の
取
締
り
を
徹
底
、

暴
力
団
の
弱
体
化
・
壊
滅
を
目
指
す
。

問
日
本
海
に
開
け
た
物
流
港
湾
の
活

用
策
と
し
て
、
国
際
市
場
に
向
け
た
産

地
形
成
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
強
化
策
は
。

答
食
品
輸
出
拡
大
戦
略
と
し
て
積
極

的
に
企
業
に
推
奨
し
て
い
き
た
い
。
産

直
港
湾
（
※
２
）
の
検
討
を
含
め
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の
体
制
充
実
強

化
を
図
り
、
全
国
初
の
バ
ー
チ
ャ
ル

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
開
設
な
ど
知
恵
を
凝
ら

し
て
海
外
展
開
の
方
策
を
見
出
し
た
い
。

問
富
裕
層
な
ど
の
観
光
誘
客
に
向
け

た
お
も
て
な
し
力
強
化
と
宿
泊
者
の
事

情
に
寄
り
添
う「
食
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

に
観
光
需
要
が
期
待
で
き
る
の
で
は
。

答
富
裕
層
向
け
情
報
発
信
源
で
も
あ

る
日
本
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
協
会
の
方
々

を
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
（
※
３
）
で
招
き
本

県
観
光
素
材
を
紹
介
す
る
な
ど
の
取
組

を
再
開
し
た
い
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
重
要
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
や

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
対
応
な
ど
宿
泊
施
設
の

食
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
も
応
援
し
た
い
。

問
地
域
住
民
が
参
加
し
地
域
で
学
校

を
支
え
る
新
た
な
学
校
運
営
の
あ
り
方

へ
の
期
待
を
伺
う
。

答
（
教
育
長
）
法
改
正
で
努
力
義
務

化
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は

今
年
度
ま
で
に
県
立
学
校
全
校
と
小
中

学
校
も
８
割
が
導
入
予
定
。
地
域
の
宝

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
地
域
と
学
校
が

連
携
し
て
育
て
る
こ
と
に
意
義
。
地
域

課
題
探
究
な
ど
で
住
民
や
企
業
に
も
寄

与
で
き
る
取
組
と
し
て
推
進
し
た
い
。

カ
ー
ズ
コ
ー
プ
、
県
立
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

な
ど
と
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組

み
、
伴
走
型
で
寄
り
添
い
な
が
ら
生
活

自
立
相
談
支
援
を
行
う
。
孤
独
・
孤
立

対
策
に
つ
い
て
は
県
も
Ｐ
Ｔ
や
家
庭
あ

ん
し
ん
支
え
愛
の
条
例
を
つ
く
る
な
ど

当
事
者
や
家
族
が
取
り
残
さ
れ
な
い
包

括
的
な
支
援
体
制
が
市
町
村
で
整
え
ら

れ
る
よ
う
対
策
を
組
み
直
し
た
い
。

問
生
活
介
護
の
現
場
実
態
を
踏
ま
え

た
施
設
側
の
負
担
解
消
や
看
護
師
配
置

施
設
へ
の
支
援
、
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
拡
充
な
ど
、
今
後
の
対
策
方

針
を
伺
う
。

答
重
度
の
心
身
障
が
い
児
者
の
生
活

介
護
に
お
い
て
は
本
県
独
自
に
施
設
整

備
や
運
営
支
援
を
上
乗
せ
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
拡
充
は
さ
ら
に
展
開

す
る
ほ
か
、
看
護
師
を
配
置
す
る
施
設

へ
の
支
援
の
た
め
の
単
価
設
定
も
現
状

を
調
査
し
な
が
ら
考
慮
し
た
い
。

問
島
根
２
号
機
再
稼
働
に
向
け
て
米

子
境
港
間
や
弓
浜
半
島
肋
骨
道
路
（
※

１
）
な
ど
避
難
経
路
の
整
備
促
進
と
避

コ
ロ
ナ
後
に
向
け
た
輸
出
支
援

お
も
て
な
し
観
光
の
受
入
強
化

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
展
望

不
当
要
求
行
為
か
ら
県
民
を
守
る

医
療
的
ケ
ア
現
場
を
支
え
る
取
組

島
根
原
発
再
稼
働
と
安
心
の
担
保

自
立
に
繋
げ
る
生
活
再
建
支
援

（※１）肋骨道路…南北に延びる幹線道路に交差する複数の道路
（※２）産直港湾…農林水産物・食品の産地と海外を直航サービスでつなぐ輸出を促進するための港湾
（※３）ファムトリップ…観光地の誘致促進のため、ターゲットとする国の旅行事業者などを招へいし現地を視察してもらうこと
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果


